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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） 起立。礼。おはようございます。お座りください。 
ただ今から平成２４年第１回南関町議会定例会を開会します。 
会議に入ります前に、まず報告が２件あります。 
第１点は、５番の田口議員が欠席の申し出があっておりますので許可したことを報告します。 
それから、第２点目といたしまして、先日、議会運営委員会の中で総務課長のほうからご提案があ

りました老人ホーム荘長を今議会以降ずっと本議会に出席させたいという申し出がありましたので、

このことを許可しました。 
以上、２点を報告します。 
これから本日の会議を開きます。 
議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（本田眞二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、１０番議員、１１番議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期決定について 

○議長（本田眞二君） 日程第２、会期決定についてを議題にします。 
本定例会の会期については、本日から３月１６日までの８日間にしたいと思います。ご異議ありま

せんか。 
［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（本田眞二君） 異議なしと認めます。 
従って、本定例会の会期は本日から３月１６日までの８日間とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告について 

○議長（本田眞二君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
報告の第１点は、熊本県町村議会議長会第６２回定期総会についてであります。本総会は去る２月

２２日、熊本市自治会館で開催されました。総会では、東日本大震災からの早期復旧を期する決議

や分権型社会の実現と議会の機能の強化、議会事務局の整理充実を期する決議など１１項目、町村

財政の強化や農業・農村振興対策の強化に関する要望など２２項目の要望事項を決定し、宣言を採

択しました。内容については、その写しをお手元に配付しておりますので省略します。 
報告の第２点は、例月出納検査等報告についてです。本件については、南関町監査委員に関する条

例第１０条の規定によって、監査委員、井上康幸君、島﨑英樹君より、平成２３年度１１月分、１

２月分、平成２４年１月分の出納検査結果等について、平成２３年度第２回定期監査の結果につい

ての報告がなされています。内容については、その写しをお手元に配付していますのでこれを省略

します。 
報告の第３点は、委員会報告についてです。産業厚生常任委員長より、委員会研修について報告書



 

 

が提出されていますので報告を求めます。産業厚生常任委員会委員長、山口純子君。 
○産業厚生常任委員長（山口純子君） おはようございます。 

それでは、委員会報告をいたします。 
委員会研修報告書。 
南関町議会議長、本田眞二様。 
産業厚生常任常任委員会委員長、山口純子。 
研修日時、平成２４年１月１２日（火）午後２時から午後３時 
場所、荒尾市原万田２００番地２、三池炭鉱万田坑。 
出席者、山口、橋永議員、田口議員、打越議員 
随行者、松本議会事務局長、荒尾市議会事務局、山下書記。 
研修目的、国の重要文化財であり、世界遺産として登録申請中の産業遺構の歴史的価値を学び、引

いては本町の文化財の保全と観光資源としての価値を探るため。 
研修視察レポート、三池炭鉱万田坑は１９０２年（明治３５年）出炭が開始され、１９１０年頃に

なると採掘した石炭を専用鉄道によって三池港まで運び、海外に輸出していた。戦後の復興に貢献

した石炭も１９５０年代から１９６０年代の「エネルギー革命」により石油にとって代わられ、需

要の低下と採炭コストの上昇から１９９７年に閉山した。日本の近代化と経済発展に大きく貢献し、

閉山後もその文化財的な意義から施設の保存管理がなされ、広く後世に顕承されている。 
今回は、万田坑が果たした歴史的な意義や施設と関わってきた人々の暮らし、その足跡を「施設ボ

ランティアガイド」の説明を交えながら研修することができました。近隣町に居住しながら、改め

て多くの内容を知り得た研修でありました。世界遺産登録申請が成就することを願いながら研修を

終えました。 
以上、報告いたします。 

○議長（本田眞二君） 続きまして、総務文教常任委員会委員長より、委員会研修について報告書が提

出されていますので報告を求めます。総務文教常任委員会委員長、唐杉純夫君。 
○総務文教常任委員長（唐杉純夫君） おはようございます。 

委員会研修報告書を申し上げます。 
平成２４年３月６日。 
南関町町議会議長、本田眞二様。 
総務文教常任委員会委員長、唐杉純夫。 
１、日時 平成２４年２月１４日から１５日まで。 
２、場所 三重県度会郡玉城町 
３、出席者 唐杉純夫、鶴地仁、本田眞二、島﨑英樹、井下忠俊、境田敏高、以上６委員。随行は、

議会事務局長、松本寛。 
４、玉城町のあらまし 玉城町は三重県伊勢市の隣町で、度会郡の西北部に位置し、東西８.３キロ、

南北７.７キロメートル、総面積４１平方キロメートルを有し、地形は概ね平坦で豊かな田園を丘陵

で囲まれ、自然環境に恵まれている町である。人口は５,２００世帯、１万５,４００人。交通機関は

ＪＲ参宮線があるが、車社会の発展とともに道路網が整備され、現在は近畿自動車道伊勢線・玉城

インターチェンジを中心に、県道玉城南勢線、主要地方道県道鳥羽松坂線など県道が主要幹線にな



 

 

っており、名古屋方面・京阪神方面へも短時間で行くことができ、物流関係などの社会経済的条件

にも恵まれている町である。 
５、研修目的 本町では平成２３年度から２７年度にかけて南関町総合振興計画後期の基本テーマ

として、「公共交通の充実」が挙げられている。交通弱者、買い物難民、医療難民の漸増という高齢

問題は将来の大きなテーマである。今回、オンデマンド交通について先進地の研修先を探していた

ところ、玉城町という実証実験を行っている自治体があり、既に実施段階に入っているイメージも

ある中で、本町諸事情をもとにいろいろ参考になる点が多いと考え研修先に選んだものである。 
６、研修の内容 庁舎で生活福祉課林課長から、「ＩＣＴを利活用した安心・元気な町づくり事業」

というパワーポイントによる説明があった。岐阜県関市市議も同席での研修だった。内容として、

常任委員会であらかじめ準備した質問事項を中心に、十数項目にまとめ、質疑を行った。続いて、

社会福祉協議会に行き、実証運行の実態をコンピュータ画面操作を見ながらいろんなケースの実証

実験を検証することができた。 
７、まとめ 東大研究チームの作ったソフトは、今は民間会社の順風路社が引き継いでいるが、実

証実験運行には仮に１年間行おうとすれば約３３０万円が必要のようである。このほとんどを玉城

町では補助金を利用してやってきているようである。本格稼働後は１,３００万円程度が必要のよう

である。補助金は平成２３年までで、２４年以降は打ち切られたということであるが、まだ継続と

いう話も聞かれる。本町の問題としては、大きくいって３つある。１つ、路線業者との地域公共交

通会議との折り合いの問題、２、移送業をどこが持つかの問題、３、実運転時の費用の問題等であ

るが、その前に実証試験運行をしてみるうちにいろんな問題点が出てくることも考えられる。いず

れにしても路線に対する補助金は、西鉄バス、産交バス２社に対して３,０００万を出していること

からすれば合理化にもつながると見てよい。２４年度からは大牟田市が定住生活圏構想で南関町に

も働きかける予定があると聞くので、いろんなハードルがあるが今後の高齢化に伴う交通難民問題

を考えるとき、実現への協力は惜しんではならないと考えている。 
以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 請願陳情の委員会付託等について 

○議長（本田眞二君） 日程第４、請願陳情の委員会付託等についてです。 
本日まで受理しました陳情書等は、お手元に配りました陳情文書等の写しのとおり、２件を所管の

常任委員会に付託し、その他は配付としましたので報告します。 
ここで、町長から挨拶の申し出があっていますので、これを許します。町長。 

○町長（上田数吉君） おはようございます。 
平成２４年３月定例会開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 
昨年３月１１日に発生いたしました東日本大震災から、あと２日で１年を迎えるところでございま

す。その中で、死者・行方不明者数が１万９,０００人を超える戦後最大の災害でありました。併せ

て福島原発の地震災害は、原発に依存していた我が国の電力需要を大きく転換させるものとなりま

した。また、平成２３年９月に発生いたしました台風１２号は期間内に雨量１,０００ミリを超え、

死者数が約１００人に達しております。幸いにも本町では災害はなかったものの、自然災害の驚異

をまざまざと感じられたところでございます。最近の災害は局地的に集中豪雨をもたらしており、



 

 

もし、仮にも本町に１,０００ミリを超える雨量が発生した場合は、山間の本町では町内の至る所で

崖崩れや土石流が発生し、家屋の崩壊や町道の寸断、河川の氾濫等が予測されると思います。大災

害になると思います。 
このため、どのような災害にも対処できるように、常日頃の防災訓練や災害に対しての町民意識の

啓発に努め、災害に強いまちづくりを進めていかなければならないと思っております。 
一方、国政におきましては、野田政権は社会保障費の財源に充てるため、消費税の増税方針であり

ますが、与野党の調整が厳しく、いつ何時衆議院の解散が行われるかわからない状況であります。

また、日本経済におきましては長引く円高による国内経済の低迷状況が続いており、ここにきて電

力需要の問題も併せて出てまいりました。 
さて、町政におきましては、公共関与産業廃棄物管理型処分場につきましては、昨年８月に処分場

に係る基本協定書を締結したところでございます。その後、町では処分場に係る地域振興対策をと

りまとめ、本年２月に熊本県に要望書を提出したところでございます。今後、熊本県と協議を開始

してまいりますが、議員の皆様方の支援・ご協力をお願いいたします。 
次に、南関町定住促進対策住んでよかったプロジェクト事業は、昨年度から予算総額１億１,５００

万円を持ってスタートしたところでございます。出生者数の推移には少なからずの成果が出ている

ものと思っておりますが、今後も事業の評価を行い、さらに町の活性化を図っていきたいと思って

おります。 
次に、企業誘致関係では昨年の茂木製作所の企業誘致に続き、芝浦ホールディングス様によるメガ

ソーラー太陽光発電所の建設、株式会社プラトム新工場建設、株式会社エム・ケイ・ケミカル様の

誘致の調印を終えたところでございます。 
次に、中山間地総合整備事業では、国の第４次補正を受け南関西部地区の事業が開始される運びと

なりました。農業を基幹産業と位置づけている本町では、農業の効率的経営を行うためにもこの事

業を進めていかなければならないと思っております。 
次に、教育関係では、昨年第四小学校の屋内運動場の耐震改修を実施し、平成２４年度は第三小学

校の屋内運動場の耐震改修を予定しているところでございます。また、町民グラウンドの整備と併

せて ウォーキングコースも完成したところでございます。町民の皆様の健康保持・増進のために

も大いにご利用していただきたいと思っております。 
今回提案いたします案件は、南関町暴力団排除条例の制定について１件、南関町報酬、費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例の改正についてほか８件、平成２３年度南関町一般会計補正予

算（第６号）につきまして、６,４９３万２,０００円の減額補正、平成２３年度国民健康保険特別会

計補正予算（第４号）について、１,５６４万５,０００円の補正、平成２３年度南関町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）について、３９７万５,０００円の減額補正、平成２３年度南関町簡

易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、１４万８,０００円の減額補正、平成２３年度南

関町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について、３３６万１,０００円の減額補正、平成２

３年度南関町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）について、１,０７４万６,０００円の補

正、平成２３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第４号）について、５７０万５,０
００円の減額補正、平成２３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、３

９８万５,０００円の減額補正、平成２４年度南関町一般会計予算について４８億８,２７６万８,００



 

 

０円、平成２４年度南関町国民健康保険特別会計予算として１５億７０６万円、平成２４年度南関

町公共下水道事業特別会計予算として２億５０５万４,０００円、平成２４年度南関町簡易水道事業

特別会計予算として４７９万７,０００円、平成２４年度南関町介護保険事業特別会計予算として１

２億６,５９１万４,０００円、平成２４年度南関町介護サービス事業特別会計予算として２億３,３９

３万６,０００円、平成２４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計予算として８,８９２万３,０００

円、平成２４年度南関町後期高齢者医療特別会計予算として１億２,６２６万９,０００円、町道の路

線廃止について、町道の路線認定について、ご提案を申し上げておりますが、説明につきましては、

担当課長よりそれぞれ説明をいたしますので、何卒ご審議の上、ご議決いただきますようにお願い

いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。 
○議長（本田眞二君） お諮りします。 

日程第５、議案第１号から日程第３２、議案第２８号までの議案を一括上程し、提案理由の説明を

求めたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（本田眞二君） 異議なしと認めます。 
従って、日程第５、議案第１号から日程第３２、議案第２８号までの議案を一括上程すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ５ 議案第 １号 南関町暴力団排除条例の制定について 

日程第 ６ 議案第 ２号 南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第 ７ 議案第 ３号 南関町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

日程第 ８ 議案第 ４号 南関町税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ９ 議案第 ５号 南関町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第 ６号 南関町営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第 ７号 南関町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第 ８号 南関町浄化槽施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

日程第１３ 議案第 ９号 南関町公民館条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１４ 議案第１０号 南関町立図書館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第１５ 議案第１１号 平成２３年度南関町一般会計補正予算（第６号）について 

日程第１６ 議案第１２号 平成２３年度南関町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

日程第１７ 議案第１３号 平成２３年度南関町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につい

て 

日程第１８ 議案第１４号 平成２３年度南関町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について 

日程第１９ 議案第１５号 平成２３年度南関町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について 

日程第２０ 議案第１６号 平成２３年度南関町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号）につ



 

 

いて 

日程第２１ 議案第１７号 平成２３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第４号）に

ついて 

日程第２２ 議案第１８号 平成２３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

て 

日程第２３ 議案第１９号 平成２４年度南関町一般会計予算について 

日程第２４ 議案第２０号 平成２４年度南関町国民健康保険特別会計予算について 

日程第２５ 議案第２１号 平成２４年度南関町公共下水道事業特別会計予算について 

日程第２６ 議案第２２号 平成２４年度南関町簡易水道事業特別会計予算について 

日程第２７ 議案第２３号 平成２４年度南関町介護保険事業特別会計予算について 

日程第２８ 議案第２４号 平成２４年度南関町介護サービス事業特別会計予算について 

日程第２９ 議案第２５号 平成２４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計予算について 

日程第３０ 議案第２６号 平成２４年度南関町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第３１ 議案第２７号 町道の路線廃止について 

日程第３２ 議案第２８号 町道の路線認定について 

○議長（本田眞二君） 議案はお手元に配付してあります。 
議案名を事務局長が朗読いたしますので、確認をしてください。 

○議会事務局長（松本 寛君） ［議案名朗読］ 

○議長（本田眞二君） 配付漏れなどありませんか。 
［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（本田眞二君） 配付漏れなしと認めます。 
それでは、ただ今から提案理由の説明を求めます。 
担当職員は、順次説明をしてください。 
総務課長。 

○総務課長（堀 賢司君） おはようございます。第１号議案、南関町暴力団排除条例の制定について

ご説明いたします。 
熊本県は、平成２３年４月１日から熊本県暴力団排除条例を施行し、暴力団による不当要求行為や

抗争事件の被害から県民を守り、県民や事業者が一体となって暴力団を排除し、経済社会の健全的

な発展と安全で安心な熊本県を実現しようとしています。この県条例を受けまして、南関町におい

ても、町、町民、事業者が一体となって町民生活や経済社会の場から暴力団を排除し、町民の安全

で平穏な生活の確保及び経済社会の健全な発展に寄与するため、南関町暴力団排除条例を制定する

ものでございます。 
次ページをお開きください。第１条に目的を規定しております。この条例は南関町からの暴力団の

排除に関し基本理念を定め、暴力団の排除を推進し、もって町民の安全で平穏な生活の確保及び経

済社会の健全な発展に寄与することを目的とすると規定しております。 
第２条に定義を定めております。第１号が暴力団の定義でございます、第２号が暴力団員に関する

定義でございます、３番目が町民等でございます。町民等については、町民及び事業者を言うとい

うふうに規定しております。 



 

 

第３条に基本理念を定めております。暴力団の排除は、暴力団が町民生活及び社会生活に悪影響を

及ぼす反社会的団体であることを認識した上で、町、町民等、それから熊本県公安委員会等が相互

に連携し、及び協働して行わなければならないと規定しております。 
次の第４条から第６条にかけては、町の責務、それから町民の責務、事業者の責務を規定している

ところでございます。 
次のページをお開きください。第７条に推進体制の整備を規定しております。町は町民と暴力追放

センター、その他の関係者と連携して暴力団の排除のための体制を整備するものとしております。 
第８条には、町民等及び町民等が組織している団体に対する支援を規定しております。町は、町民

等及び町民等が組織する団体が相互に連携しながら情報の提供、助言・指導その他の必要な支援を

行うものと規定しております。 
第９条に、広報及び啓発を規定しております。町は、暴力団の排除に関する理解を深めるために集

会や広報及び啓発を行うものと規定しております。 
第１０条には、町の事務及び事業における措置を規定しております。町は、町が行う事務及び事業

により暴力団を利することとならないような必要な措置を講じるものとしております。例えば、現

在要綱を考えておりますけど、南関町入札契約等における暴力団排除要綱を考えております。具体

的に言いますと、工事それから工事に伴う下請け、それから物品納入業者、業務委託等に関しての

暴力団排除を規定しております。その要綱も４月１日から同時に施行していきたいと考えておりま

す。 
次に、第１１条には、町が設置した公の施設の使用の不承認を規定しております。町長もしくは教

育委員会等において暴力団を利する恐れがあると認めたときは、使用の承認をせず、または当該使

用の承認を取り消すことができる旨を規定しております。 
第１２条には、少年に対する教育等のための措置を規定しております。町は、その設置する中学校

において、その生徒が暴力団の悪影響を認識し、暴力団に加入せず、かつ暴力団員の不当な行為に

よる 被害を受けないようにするため、教育が行われるよう必要な措置を講じるものと規定してお

ります。第２項には、町は少年の育成に携わる者に対して暴力団に関する知識を有する警察官の派

遣、情報の提供、その他必要な支援を行うことと規定しております。 
第１３条は委任でございます。 
附則、この条例は平成２４年４月１日から施行するものとしております。 
以上、暴力団排除条例に提案説明をいたしました。ご審議の上、ご承認賜りますよう、よろしくお

願いします。 
次に、第２号議案、南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

ご説明いたします。 
南関町報酬、費用弁償等に関する条例は、非常勤職員の報酬、費用弁償の支給に関し、その支給額

等を定めた条例であります。今回の改正は、昭和３６年に制定されたスポーツ振興法が５０年ぶり

に全文改正されました。平成２３年８月に施行されております。今回新しく制定されたスポーツ振

興の中で、以前は体育指導委員として規定されたものが、今回の改正でスポーツ推進委員と名称が

変更されたために、南関町報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正するものでございます。 
次のページをお開きください。費用弁償の中に別表という項目表があります。いろんな選挙管理委



 

 

員とか投票立会人とか規定している中で、体育指導委員という項目があります。その体育指導委員

をスポーツ推進委員とあらためるものでございます。 
以上、説明を終わります。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
続きまして、第３号議案、南関町消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て、ご説明いたします。 
南関町消防団の設置等に関する条例は、南関町消防団の名称、設置管理区域を定めた条例でござい

ます。今回、条例を改正するのは、消防組織法第１５条第１項の規定としている消防団に関する条

文が第１８条第１項に変更されたために改正するものでございます。ちなみに、改正された消防組

織法の第１８条第１項の規定では、消防団の設置、名称及び区域は条例の定めるものとすると規定

しています。このために、改正するものでございます。 
次のページをお開きください。第１条中、第１５条第１項を第１８条第１項にあらためるものでご

ざいます。 
ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田眞二君） 住民課長。 
○住民課長（木村浩二君） おはようございます。第４号議案、南関町税条例の一部を改正する条例の

制定について、提案の理由と内容の説明をいたします。 
まず、提案の理由といたしまして、地方税法の一部を改正する法律等の公布等により条例の改正が

必要になったためでございます。このほかに、経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図る

ための地方税法及び地方法人特別税等に関する暫定措置法の一部を改正する法律、これは平成２３

年法律第１１５号でございます。また、東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実施する

防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律、これは平成２３年法

律第１１８号でございます、等が平成２３年１２月２日に公布され、同日から施行されました。税

条例の改正内容につきましてご説明をいたします。お手元の議案書をご覧ください。 
１枚開いていただきまして、南関町税条例第９５条の改正でございます。これは、町たばこ税の税

率の改正でございます。旧３級品以外の製造たばこといたしまして、これまで１,０００本につき４,
６１８円を、１,０００本につき５,２６２円とするものでございます。 
次に、附則の改正です。附則第９条、これは町民税の分離課税に係る所得割の額の特例等の改正に

なります。これは条項の削除ということでございます。これに関しましては、退職所得の分離課税

に係る所得割につきまして、その所得割の額から１０分の１に相当する金額を控除する措置が廃止

されたというものによるものでございます。 
続きまして、附則第１６条の２、これは町たばこ税の税率の特例の改正でございます。旧３級品製

造たばこといたしまして、これまで１,０００本につき２,１９０円、これを１,０００本につき２,４
９５円とするものです。 
次に、附則第２２条、これは東日本大震災に係る雑損控除等の特例の改正でございます。被災者に

対する災害関連支出の損失対象金額に関しての拡充に伴う税制上の改正で、条文のとおり文言と条

項の改正ということになります。当町には現在のところ該当者はおられません。 
続きまして、附則第２５条、これは個人の町民税の税率の特例の追加でございます。東日本大震災

からの復興を図ることを目的とし、東日本大震災復興基本法第２条に定める基本理念に基づき、平



 

 

成２３年度から平成２７年度までの間において実施する施策のうち、全国的かつ緊急に地方公共団

体が実施する防災のための施策に要する費用の財源を確保するために、平成２６年度から平成３５

年度までの各年度分の個人住民税の均等割額について町民税の年額５００円を加算する額とするも

のでございます。 
附則といたしまして、第１条は施行期日等でございます。 
この条例は、公布の日から施行するものです。但し、次の各号に掲げる規定は当該各号に定める日

から施行するものです。第１号は、平成２５年１月１日からでございます。 
次のページをお願いいたします。 
第２号は平成２５年４月１日からでございます。第２項といたしまして、附則第２２条の規定は、

平成２３年１２月１４日から適用するものでございます。第２条は町民税に係る経過措置です。第

３条は町たばこ税に係る経過措置でございます。 
以上で、南関町税条例の一部を改正する条例の制定について、説明を終わります。ご審議の上、ご

承認賜りますようよろしくお願いいたします。 
○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） おはようございます。それでは、第５号議案、南関町介護保険条例の一部

を改正する条例の制定につきまして、ご提案理由及び内容につきましてご説明を申し上げます。 
南関町介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものでございます。第５期にお

きましては、施設から在宅介護への移行を促す施策が取られ、介護報酬が全体で平均１.２％引き上

げられ、第１号被保険者負担比率が現在の２０％から１％引き上げられ、２１％となっているとこ

ろでございます。また、地域密着型施設の開設に伴い給付費の増等によりまして、検討の結果、現

行の基準月額４,８９０円に対しまして１００円、率にいたしまして２.０４％の引き上げの４,９９０

円となったところでございます。このことによりまして、平成２４年度から平成２６年度までの３

カ年の保険料の料率を制定するためにご提案をさせていただいたものでございます。 
次のページをお願いします。 
条例第２条中、平成２１年度から平成２３年度までの期間を、平成２４年度から平成２６年度にあ

らためるものでございます。さらに、各号に定めます額をあらためるものでございます。 
第１号中の２万９,３４０円を２万９,９４０円に、同じく第２号の２万９,３４０円を２万９,９４０

円に、第３号中、４万４,００４円を４万４,９０４円に、第４号中、５万８,６８０円を５万９,８８

０円に、第５号中、７万３,３４４円を７万４,８４４円に、第６号中、８万８,０２０円を８万９,８
２０円にあらためるものであります。 
また、附則につきましては、第１条で施行期日を定めるものでございます。さらに、附則第２条で

は平成２４年度から平成２６年度までにおける保険料率の特例ということで定めるものでございま

す。 
第３条におきまして経過措置ということで、保険料については平成２４年４月１日以降の介護保険

料から適用し、平成２４年３月３１日までの保険料につきましては改正前の規定を適用すると定め

る経過措置を定めるものでございます。 
以上で、条例改正の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお

願いいたします。 



 

 

○議長（本田眞二君） 建設課長。 
○建設課長（大木義隆君） おはようございます。私からは第６号議案、南関町営住宅管理条例の一部

を改正する条例の制定についての提案説明を申し上げます。 
南関町営住宅条例は平成９年１２月に制定された条例で、公営住宅法に基づく町営住宅及び共同施

設の管理について、公営住宅法及び地方自治法並びにこれらに基づく命令の定めるところによるほ

か、必要な事項を定めることを目的とすることとされております。今回の改正は、公営住宅法の第

２３条に規定されておりました入居者資格の同居親族要件が廃止されたことを受けての改正でござ

います。また、この改正に伴い、老人や身体に障害を持たれる方などについては単身入居が認めら

れる例外規定も削られることとなっております。地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推

進を図るための関係法律の整理に関する法律による義務づけ・枠付の見直しに伴い、同居親族要件

については自治体の判断に委ねられることになったところでございます。 
これを受けまして、町では検討を行い、町営住宅が単身者利用を想定して整備したものではなく、

現在も応募が多い状況にあり、同居親族要件を廃止することで住宅困窮者の入居を妨げることがな

いように今後も同居親族がおられる方を対象としての入居が望ましいものとして、同居親族要件を

残すものとして改正をいたしたく提案をするものでございます。 
以下、議案書によりご説明を申し上げます。 
提案理由、公営住宅法の改正による同居親族要件の廃止と公営住宅法施行令の改正に伴い、条例の

改正が必要なため。 
１枚開けていただきまして、この中の南関町営住宅管理条例の一部を次のように改正する。 
第５条中、「として令第６条第１項で定める者」を削り、同条に次の２項を加えるとしております。

次にあります２項の前項に規定するという部分から、（１）（２）（３）それからずっといきまして次

のページの（８）までは公営住宅施行令第６条の１項に規定されている条項を町の条例に移し替え

ているものでございます。 
それから、３の「町長は入居の申し込みをした者が」というくだりですけれども、こちらにつきま

しても同じく公営住宅法施行令第６条のイに規定されたものを移しかえたものでございます。 
附則としまして、この条例は平成２４年４月１日から施行するといたしております。また、最後に

読み替え規定もご提案をするものでございます。 
続きまして、第７号議案のご説明をいたします。南関町下水道条例の一部を改正する条例の制定に

ついての説明を申し上げます。 
南関町下水道条例は平成１３年３月に制定された条例で、町が設置した公共下水道の管理及び使用

について定めたものでございます。 
今回この条例を改正するのは、下水道法施行令の一部を改正する政令の施行及び排水設備工事責任

技術者一括登録制度の実施に伴うものでございます。今回の下水道法施行令の一部改正では、第９

条の４、特定事業場からの下水の排除の制限に係る水質の基準、第１項１５号に定められました１・

１、ジクロロエチレンの基準数値が１リットル当たり０.２ミリグラム以下から１.０ミリグラム以下

に緩和されており、それを受けての改正でございます。加えて、今回の一部改正を行うに当たりま

して、他の項目についても基準数値等の変更があっていたため、今回同時に条例を改正することと

したものでございます。また、条例では町における排水設備等の新設槽の工事は、町長の指定を受



 

 

けた者、指定工事店と申します、でなければ行ってはならないこととされており、指定工事店は専

属する排水設備工事責任技術者を申請書に記載し、町に登録する必要がございます。指定工事店か

らすれば県内各自治体ごとに申請・登録が必要であり、負担となっていたところで、その負担軽減

を図るために県下自治体では一括登録ができないものかと平成２１年度から検討が重ねられ、平成

２４年度から制度が開始されることになった次第でございます。 
制度としましては、これまでは町に排水設備工事責任技術者として申請・登録をしていたものを、

公益財団法人熊本市下水道技術センターにその申請・登録を行うことで県下参加自治体での工事が

可能となるもので、この制度の導入に伴い、今回条例を改正するものでございます。 
以下、議案書により説明をいたします。 
提案理由、下水道法施行令の一部を改正する政令の施行及び排水設備工事責任技術者一括登録制度

の実施に伴い条例の改正が必要なためとしております。 
１枚めくっていただきまして、第７条の２第２項第２号中「第７条の４第１項の規定により」を削

り、「熊本県下水道協会が実施する排水設備工事責任技術者資格認定共通試験に合格し、町等に」を

「排水設備工事責任技術者として公益財団法人熊本市下水道技術センター理事長が」に改め、同条

第３項第５号中「下水道」を削るということにいたしております。この変更に伴いまして指定工事

店に関する記述の部分を削除いたしましたので、その分条項が繰り上がっているというふうにご理

解いただきたいと思います。 
それから、下のほうの第１１条、下から３行になります、第１１条第１項第３号ウを削り、同項に

次の１号を加える。（４）沃素消費量１リットルにつき２２０ミリグラム未満から、次のページの最

後ま でですけれども、これにつきましては下水道法の準則にございます標準下水道条例に基づき

基準数値を変更したものでございます。 
附則としまして、この条例は平成２４年４月１日から施行するといたしております。 
それでは続きまして、第８号議案にまいります。南関町浄化槽施設の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定についての説明を申し上げます。 
南関町浄化槽施設の設置及び管理に関する条例は平成１５年６月に制定された条例で、浄化槽施設

の適正な設置、維持管理及びこれに関する費用負担等について定めたものでございます。 
今回の改正は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律により、下水道法が一部改正されたことに伴うものでございます。これまでの下水道法

では公共下水道管理者が下水道を設置しようとするときはあらかじめ事業計画を定め、国土交通大

臣または都道府県知事の認可を受けなければならないこととされておりましたが、今回の改正によ

り協議制とされたところでございます。このことから、認可制を前提とした部分の文言を改正する

ものでございます。 
以下、議案書によりご説明申し上げます。 
提案理由、下水道法の一部の改正により、認可制から協議制に改正されたことに伴い、条例の一部

改正をする必要があるため。 
１枚めくっていただきまして、条例第４条中「特定環境保全公共下水道認可区域以外」を「特定環

境保全公共下水道予定区域以外」に改めるといたしております。 
附則としまして、この条例は２４年４月１日から施行するといたしております。 



 

 

以上、３議案につきまして説明をいたしました。ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 
○議長（本田眞二君） 教育課長。 
○教育課長（大石和幸君） おはようございます。第９号議案の南関町公民館条例の一部を改正する条

例の制定についてご提案申し上げます。 

これにつきましては、社会教育法の改正によりまして公民館運営審議会の委員の委嘱の基準、定数

及び任期について、社会教育法に今まで則っておりましたけれども、今回改正によりまして委嘱の

基準、定数及び任期その他公民館運営審議会に関して必要な事項は当該市町村の条例で定めるとい

うふうに謳ってあります。この場合において、委員の委嘱の基準については文部科学省の定める基

準を参酌するものとなっております。この内容につきましては、今までどおり社会教育法の文科省

の基準を参酌してくださいというような内容でございます。 
次のページをお願いいたします。 
そのことに則りまして、南関町公民館条例の一部を次のように改正いたします。 
第４条第１項中「第３０条」を「第２９条」に改め、第３項を第５項とし、第２項中「審議会の委

員」を「委員」に改め、同項を第４項とし、第１項の次に、次の２項を加える。２、公民館運営審

議会委員（「委員」という）は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行

う者並びに学識経験のある者の中から教育委員会が委嘱する。３、委員の定数は６人とし、その任

期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。 
この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 
以上、公民館条例の一部改正をご提案申し上げます。ご審議の上、ご承認いただきますようよろし

くお願いいたします。 
続きまして、第１０号議案、南関町立図書館設置及び管理に関する条例の一部を改正するご提案で

ございます。 
この提案も先ほどの社会教育法と同じでございまして、図書館法の改正により任命の基準、定数及

び任期その他図書館協議会に関する必要な事項を当該図書館が設置する地方公共団体の条例で定め

なければならないというふうな改正でございます。 
次のページをお願いいたします。 
これに基づきまして、第４条、法１４条の規定により、図書館に図書館協議会を置く。第５条、協

議会の委員（委員）は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並

びに学識経験のある者の中から南関町教育委員会が任命する。２、委員の定数は５名以内とする。

３、委員の任期は２年とする。ただし、欠員が生じた場合は補欠委員の任期はその前任者の残任期

間とする。 
附則、この条例は平成２４年４月１日から施行する。 
以上、ご提案を申し上げます。ご審議の上、ご承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（本田眞二君） 説明の途中でありますが、１０分ほど休憩します。 
－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時０９分 



 

 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
説明の途中でしたので、これを続行します。総務課長。 

○総務課長（堀 賢司君） 第１１号議案、平成２３年度南関町一般会計補正予算（第６号）について

ご説明申し上げます。 
歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６,４９３万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ５０億８３６万８,０００円とするものでございます。 
今回の補正は、事業の確定それぞれ各事業の確定によって決算見込みによる予算の減額が主なもの

でございます。今回、３月の補正後の起債額それから基金額を報告します。 
起債額につきましては、５９億８,８６９万８,０００円でございます。基金の総額２９億５,４６０万

５,０００円でございます。目的基金を除きまして２３億５,１７４万３,０００円でございます。 
次のページをお開きください。 
第１表歳入歳出予算補正でございます。 
まず、歳入でございます。１款町税、補正前の総額が１０億２,２４１万２,０００円を１,３２５万円

補正し、１０億３,５６６万２,０００円にするものでございます。内訳としまして、１項町民税１,
７６０万を追加し、３億２,０５０万１,０００円とするものでございます。２項固定資産税８９０万

円を減額し、５億９,７１６万１,０００円とするものでございます。４項町たばこ税７７０万円を追

加し、７,３４０万円とするものでございます。入湯税、７項の入湯税３１５万円を減額し、１,３４

０万円とするものでございます。なお、減額の理由等については、減額・追加の理由等については、

後の詳細の予算の中で説明を申し上げます。 
次に、１２款分担金及び負担金でございます。１７３万８,０００円を追加し、１億４０３万３,００

０円にするものでございます。 
１３款使用料及び手数料、１項使用料４２万６,０００円を追加し、１億３１８万２,０００円にする

ものでございます。２手数料２万１,０００円を追加し、１,３８５万２,０００円にするものでござい

ます。 
次に、１４款の国庫支出金でございます。総額３億５,３６４万９,０００円に対しまして、今回２,
８１９万３,０００円を減額し、３億２,５４５万６,０００円とするものでございます。内訳でござい

ます。まず、１項の国庫負担金でございます。２,７９５万６,０００円を減額し、２億９,８４６万４,
０００円とするものでございます。２項の国庫補助金３１万３,０００円を追加し、２,４１３万４,
０００円とするものでございます。３項の国庫委託金５５万円を減額し、２８５万８,０００円とす

るものでございます。 
１５款の１項県支出金でございます。４億２,２７１万５,０００円に今回補正１,１３０万８,０００

円を減額し、４億１,１４０万７,０００円とするものでございます。内訳でございます。１項の県負

担金１０７万３,０００円を減額し、１億６,６９１万９,０００円とするものでございます。２項県補

助金１,３０１万１,０００円を減額し、２億２,０３７万４,０００円とするものでございます。３県

委託金２７７万６,０００円を追加し、２,４１１万４,０００円とするものでございます。 
財産収入、１６款の財産収入でございます。１項の財産運用収入３,０００円を減額し、３７８万１,
０００円とするものでございます。 



 

 

１８款の基金繰入金４,８８０万７,０００円を減額し、１,８１９万３,０００円とするものでござい

ます。 
２０款の諸収入でございます。１億６,５３６万７,０００円の補正前の額に対しまして５８４万４,
０００円を追加し、１億７,１２１万１,０００円とするものでございます。内訳でございます。１延

滞金加算金及び過料でございます、５０万円を追加し１０５万７,０００円とするものでございます。

３受託事業収入でございます、８１万７,０００円を追加し、４９６万３,０００円とするものでござ

います。４項の雑入でございます、４５２万７,０００円を追加し、１億６,４６９万１,０００円とす

るものでございます。 
２１款の町債でございます。２１０万円を追加し、５億３,４０５万９,０００円とするものでござい

ます。 
歳入総額、補正前の額が５０億７,３３０万円に対しまして、今回の補正額６,４９３万２,０００円を

減額し、５０億８３６万８,０００円とするものでございます。 
次のページをお開きください。 
歳出でございます。１款議会費でございます。１項議会費１２６万３,０００円を減額し、９,４３３

万２,０００円とするものでございます。 
２款総務費でございます。補正額が７億８,０６３万７,０００円に対しまして２,５０３万５,０００

円を減額し、７億５,５６０万２,０００円とするものでございます。その内訳でございます。１項の

総務管理費でございます。２,４９０万１,０００円を減額し、６億１,３５０万３,０００円とするも

のでございます。２項の徴税費でございます。４８万４,０００円を減額し、９,６０９万８,０００円

とするものでございます。３項の戸籍住民基本台帳費でございます。４２万６,０００円を追加し、

２,５１５万７,０００円とするものでございます。４項の選挙費でございます。７万６,０００円を減

額し、１,４５４万６,０００円とするものでございます。統計調査費については補正はありません。 
それから、３款の民生費でございます。総額１５億８,５０９万１,０００円に対しまして、減額の３,
２０７万４,０００円減額し、１５億５,３０１万７,０００円にするものでございます。その内訳でご

ざいます。１項の社会福祉費５８４万１,０００円を減額し、１１億５,５０５万５,０００円とするも

のでございます。２項の児童福祉費でございます。２,６２３万３,０００円を減額し、３億９,７９６

万２,０００円とするものでございます。 
次に、４款の衛生費でございます。総額、補正前の額が４億２,９９８万３,０００円に対しまして、

今回５３９万８,０００円を減額し、４億２,４５８万５,０００円とするものでございます。次に、１

項の保健衛生費でございます。５０８万１,０００円を減額し、１億９,４８６万１,０００円とするも

のでございます。２項の清掃費でございます。１６万９,０００円を減額し、２億２,７５５万２,００

０円とするものでございます。３項の水道費でございます。１４万８,０００円を減額し、２１７万

２,０００円とするものでございます。 
５款の農林水産業費でございます。４億２,５７０万５,０００円に対しまして９５９万５,０００円を

追加し、４億３,５３０万円とするものでございます。その内訳でございます。１項の農業費１,１３

０万円を追加し、４億２,４３５万３,０００円とするものでございます。２項の林業費でございます。

１７０万５,０００円を減額し、１,０９４万７,０００円とするものでございます。 
次に商工費、６款の商工費でございます。補正前の額が６,８２２万円に今回の補正で１００万９,



 

 

０００円を減額し、６,７２１万１,０００円とするものでございます。 
次に７款の土木費でございます。総額４億８,９７０万７,０００円に今回７４万２,０００円を減額し、

４億８,８９６万５,０００円とするものでございます。内訳でございます。１項の土木管理費でござ

います。１４８万７,０００円を減額し、９,９６３万８,０００円とするものでございます。２項の道

路橋梁費でございます。これについては予算の組み替えでございます。変更はございません。４項

の住宅費でございます。７２万４,０００円を減額し、３,３７８万７,０００円とするものでございま

す。５項の下水道費でございます。２４万６,０００円を減額し、１億２０１万７,０００円とするも

のでございます。６項の浄化槽整備推進事業費でございます。１７１万５,０００円を追加し、１,
７６０万２,０００円とするものでございます。 
８款の消防費でございます。補正前の額が２億１,５７８万４,０００円に対しまして、今回３９万２,
０００円を減額し、２億１,５３９万２,０００円とするものでございます。 
９款の教育費でございます。総額、補正前の額が３億９,５００万５,０００円に対しまして、今回５

８９万２,０００円を減額し、３億８,９１１万３,０００円とするものでございます。内訳でございま

す。１項の教育総務費１６０万３,０００円を減額し、４,６９４万５,０００円とするものでございま

す。２項の小学校費２９３万６,０００円を減額し、１億３,７４６万３,０００円とするものでござい

ます。３項の中学校費でございます。６５万５,０００円を減額し、４,１３６万３,０００円とするも

のでございます。４項の社会教育費４０万４,０００円を減額し、９,９３８万５,０００円とするもの

でございます。５項の保健体育費２９万４,０００円を減額し、６,３９５万７,０００円とするもので

ございます。 
次に災害復旧費、１０款の災害復旧費でございます。補正前の額が２,８５０万円に対しまして３０

０万円減額しまして、２,５５０万円にするものでございます。内訳でございます。１農林水産施設

災害復旧費１００万円の減額し、９４０万円とするものでございます。２項の公共土木施設災害復

旧費でございます。２００万円の減額し、１,６１０万円とするものでございます。 
予備費でございます。２７万８,０００円を追加し、１,０３１万７,０００円とするものでございます。 
歳出合計、補正前の額が５０億７,３３０万円に対しまして今回６,４９３万２,０００円を減額し、５

０億８３６万８,０００円とするものでございます。 
次のページをお開きください。 
第２項の繰越明許費の補正でございます。農林水産業費、県営南関西地区の換地業務委託で３００

万円。それから農林水産業費の新幹線渇水対策事業で９１９万３,０００円、これは工事委託料の繰

越明許でございます。 
７款土木費でございます。道路新設改良費用１,９００万円の明許繰り越しでございます。これは大

西桜原線の繰り越しでございます。 
次に７ページの第３表債務負担行為の補正でございます。校務支援ネットワークの機器賃借料それ

から小中学校電話機の賃借料、それから南町民センターの事務機器の賃借料、それから校務支援ネ

ットワーク運用管理委託料の債務負担行為の補正でございます。８番の校務支援ネットワーク運用

管理委託料については補正をゼロ円としております。 
次に、８ページをお開きください。第４表の地方債の補正でございます。ほ場整備事業、補正前額

ゼロでしたが、今回３,２２０万円の補正を行います。これは国第４次補正の中におきまして中山間



 

 

地総合整備事業で３億２,２００万円の追加事業が認められて、その分の１割が町の負担となってお

りますのでこの金額を町債として補正するものでございます。次に、３の小学校整備事業でござい

ます。２,８６０万円を２,６１０万円とするものでございます。次に、社会教育施設整備事業でござ

います。４,５６０万円を４,３１０万円とするものでございます。次に、災害復旧事業６９０万円を

６５０万円とするものでございます。次の農業振興事業２,４５０万円を補正後ゼロとするものでご

ざいます。これについてはまた歳出にも出てきますので、あとの中で説明をいたしたいと思います。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） それでは、第１２号議案、平成２３年度南関町国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）につきましてご説明を申し上げます。 
今回の補正予算につきましては、主なものとして決算見込みによります歳入歳出の補正でございま

す。 
予算書の１ページをお開きください。 
事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,５６４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１４億９,１８６万７,０００円とするものでございます。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。１款１項国民健康保険税、退職者被保険者等の増で２４１万７,０００円を追加

し、２億９２５万５,０００円とするものでございます。 
３款１項国庫負担金、医療給付等の負担金で１,０２３万５,０００円を追加し、２億６,８１４万５,
０００円とするものでございます。同じく２項国庫補助金３３万２,０００円を追加し、１億４,２０

６万７,０００円とするものでございます。 
続きまして、４款１項療養給付費等交付金現年分を４２７万１,０００円を減額いたしまして、１億

３０２万１,０００円とするものでございます。 
５款１項前期高齢者交付金を４６万円減額し、３億３,９４６万２,０００円とするものでございます。 
６款１項県負担金７７万３,０００円を追加し、７８３万７,０００円とするものでございます。 
７款１項共同事業交付金、高額医療共同事業の交付金でございます。１,１４０万９,０００円を追加

し、１億９,９１０万２,０００円とするものでございます。 
８款１項財産運用収入、３万１,０００円を減額いたしまして１６万３,０００円とするものでござい

ます。 
９款１項他会計繰入金、保険基盤安定関係の繰入金でございます。２０７万２,０００円を減額し、

７,８１５万６,０００円とするものでございます。 
１１款１項延滞金でございます。１４万６,０００円を追加し、４５万円とするものでございます。

３項雑入です。第三者納付金等の２８３万３,０００円を減額し、２７万円とするものでございます。 
歳入合計が１,５６４万５,０００円を追加し、１４億９,１８６万７,０００円とするものでございま

す。 
３ページをお願いします。 
歳出でございます。 
１款１項総務管理費を８万５,０００円増額し、４７２万８,０００円とするものでございます。同じ



 

 

く３項運営協議会費で２万４,０００円を減額し、１０万４,０００円とするものでございます。 
２款１項療養諸費、療養給付費です。一般被保険者分を１,３００万円を追加するものでございます。

追加した補正後の金額が８億９,２６７万６,０００円にするものでございます。２項高額療養費、退

職者の被保険者等の分で３２６万３,０００円を減額し、１億２,８０６万７,０００円とするものでご

ざいます。３項助産諸費、８４万円を減額し、７９８万円とするものでございます。 
３款後期高齢者の支援金等で、これは同額でございます。 
５款１項老人保健拠出金２,０００円を減額し、１万円とするものでございます。 
６款１項介護給付費、介護給付金です。１１万９,０００円を減額し、６,９５６万１,０００円とする

ものでございます。 
７款１項共同事業拠出金、保険財政基盤整備の安定化事業の負担金で８７５万２,０００円を減額し、

１億７,５９８万３,０００円とするものでございます。 
８款１項特定健康診査等事業費、健康診査の委託料でございます。２３６万７,０００円を減額し、

１,０２７万４,０００円とするものでございます。同じく２項保険事業費４３万５,０００円を減額し、

４６０万４,０００円とするものでございます。 
９款１項基金積立金３万１,０００円を減額し、１６万３,０００円とするものでございます。 
１２款１項予備費、予算調整といたしまして１,８３９万４,０００円を追加し、３,７７１万２,００

０円とするものでございます。歳出の総額を１,５６４万５,０００円を追加いたしまして、１４億９, 
１８６万７,０００円とするものでございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 説明の途中ですが、ここで昼食のため、１時まで休憩します。 
－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） それでは、昼食休憩前に引き続き会議を開きます。 
説明の途中でありましたので、これを続行します。建設課長。 

○建設課長（大木義隆君） それでは第１３号議案、平成２３年度南関町公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）についてご説明を申し上げます。 
今回の補正は決算見込みに伴うものでございます。歳入歳出予算の総額から、それぞれ３９７万５,
０００円を減額し、それぞれ総額を１億３,２３５万５,０００円とするものでございます。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。１款繰入金は、１項一般会計繰入金を２４万６,０００円減額して、１億２０１

万７,０００円とするものでございます。 
３款諸収入は、２項雑入を１,０００円減額して０円とし、３項延滞金を３万５,０００円追加し、３

万７,０００円とするものでございます。 
６款分担金は、１項分担金を３３８万円を減額して３１５万９,０００円とするものでございます。 
７款使用料及び手数料は、１項使用料を３６万３,０００円を減額して２,５１２万５,０００円とし、

２項手数料を２万円減額し、１万７,０００円とするものでございます。 



 

 

歳入合計を補正前の額から３９７万５,０００円減額し、１億３,２３５万５,０００円とするものでご

ざいます。 
３ページは歳出でございます。 
１款総務費は、１項総務管理費を２２８万円減額し、４,３３２万４,０００円とするものでございま

す。 
２款事業費、１項公共下水道事業費を１６９万５,０００円減額して８６９万２,０００円とするもの

でございます。 
歳出合計は補正前の額から３９７万５,０００円を減額し、１億３,２３５万５,０００円でございます。 
（以下、予算書により説明） 
続きまして、第１４号議案の南関町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し

上げます。 
これにつきましても、今回の補正は決算見込みに伴うものでございます。 
歳入歳出予算の総額からそれぞれ１４万８,０００円を減額し、それぞれ総額を３９０万２,０００円

とするものでございます。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。 
５款繰入金を１４万８,０００円減額し、２１７万２,０００円とするものでございます。 
３ページは歳出でございます。 
１款総務費、１４万８,０００円減額し、１８８万円とするものでございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） それでは、第１５号議案、平成２３年度南関町介護事業特別会計補正予算

（第４号）につきましてご説明を申し上げます。 
今回の補正予算につきましては、決算見込みによります歳入歳出の補正でございます。主なものと

いたしまして、歳入では介護給付費の３３６万円の減額、歳出では介護予防住宅改修費の１１３万

３,０００円の減額等でございます。 
それでは、予算書により説明させていただきます。１ページをお願いします。 
歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３６万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１２億４,６７１万２,０００円とするものでございます。 
２ページをお願いします。 
歳入でございます。３款１項国庫負担金並びに２項国庫補助金につきましては、８５万円を減額し、

２億９,７０８万６,０００円とするものでございます。 
続きまして、４款１項支払基金交付金９９万２,０００円を減額いたしまして、３億４,０７９万５,
０００円とするものでございます。５款県支出金の１項県負担金及び３項の県補助金につきまして

は４９万円を減額し、１億６,７４５万円とするものでございます。 
７款繰入金の１項一般会計繰入金ですけれども、介護給付の繰入金として１０２万９,０００円を減

額し、１億６,１０１万円とするものでございます。歳入合計といたしまして補正前の額から補正額

３３６万１,０００円を減額し、１２億４,６７１万２,０００円とするものでございます。 



 

 

３ページをお願いします。 
歳出でございます。２款２項介護予防サービス等の諸費で、住宅改修費等の減で２５６万９,０００

円を減額し、７,３７０万２,０００円とするものでございます。 
４款１項介護予防事業費１０２万４,０００円を減額し、１,０６４万７,０００円とするものでござい

ます。この４款で総額１９２万２,０００円を減額し、２,３６２万９,０００円とするものでございま

す。 
８款１予備費といたしまして、予算調整として１１４万９,０００円を増額し、歳出総額を１２億４,
６７１万２,０００円とするものでございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 延寿荘荘長。 
○延寿荘長（福田恵美子君） 第１６号議案、平成２３年度南関町介護サービス事業特別会計補正予算

（第３号）につきましてご説明を申し上げます。 
今回の補正予算につきましては、決算見込みによります歳出歳入の補正でございます。 
１ページをお開きください。 
平成２３年度南関町介護サービス事業特別会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０７４万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億５,３０９万８,０００円とするも

のです。 
２ページをお願いします。 
歳入についてご説明申し上げます。１款サービス収入の１項介護給付費収入といたしまして９４０

万１,０００円を追加し、１億６,５４５万４,０００円とするものでございます。それから３項自己負

担金収入を２９万５,０００円追加し、２,６８４万６,０００円とするものでございます。 
４款国庫支出金のこれは処遇改善交付金になりますが、補正額が１０５万円で４９９万６,０００円

になっております。 
歳入の合計が補正額が１,０７４万６,０００円で、計２億５,３０９万８,０００円になっております。 
続いて、歳出の説明をいたします。 
３ページをお開きください。 
歳出の１款総務費、１項施設管理費の補正額が４９３万３,０００円で、１億５,５７２万２,０００円

になっております。２項研究研修費を１０万２,０００円減額しまして８万９,０００円になっており

ます。 
２款サービス事業費、１項居宅サービス事業費をこれは５５万円減額しまして７４３万７,０００円、

それから２項施設介護サービス費事業費を２８万５,０００円減額しまして１,８３５万６,０００円

となっております。 
最後に、予備費は予算調整として１,６６１万６,０００円を追加して７,１４９万４,０００円とする

ものです。 
歳出合計が補正前の額２億４,２３５万２,０００円に１,０７４万６,０００円を追加して、２億５,３
０９万８,０００円とするものです。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 建設課長。 



 

 

○建設課長（大木義隆君） それでは第１７号議案、平成２３年度南関町浄化槽整備推進事業特別会計

補正予算（第４号）についてご説明申し上げます。 
今回の補正は決算見込みに伴うものでございます。 
歳入歳出予算の総額からそれぞれ５７０万５,０００円を減額し、それぞれ総額を８,１０４万３,００

０円とするものでございます。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。１款分担金及び負担金、１項分担金を９１万円減額しまして４２９万円とする

ものでございます。 
２款使用料及び手数料、１項使用料を１１６万２,０００円減額し、２,４２６万２,０００円に、また

２項手数料を２万５,０００円追加し、失礼しました、使用料につきましては１１６万２,０００円を

追加し、２,４２６万２,０００円とするものでございます。２項手数料につきましても２万５,０００

円追加し、２万６,０００円とするものでございます。 
４款県支出金、１項県補助金につきましては６万８,０００円を追加し、２１０万８,０００円とす 

るものでございます。 
５款繰入金、１項一般会計繰入金につきましては１７１万５,０００円を追加し、１,７６０万２,００

０円とするものでございます。 
７款諸収入、１項延滞金につきましては５万６,０００円を追加し、５万７,０００円とし、２項雑入

につきましては７７万９,０００円を追加し、７８万円とするものでございます。 
また、８款町債につきましては１項町債を８６０万円減額し、１,８６０万円とするものでございま

す。なお、この町債につきましては４ページ第２表にも掲載をしているところでございます。 
３ページにまいります。 
歳出についてです。１款総務費、１項総務管理費を４万７,０００円追加して２,７４３万円といたす

ものでございます。 
２款事業費、１項浄化槽整備推進事業費につきましては８１２万８,０００円を減額し、３,９１３万

９,０００円とするものでございます。 
４款予備費、１項予備費につきましては２３７万６,０００円増額し、２５７万６,０００円とするも

のでございます。 
歳入歳出合計がそれぞれ５７０万５,０００円減額し、８,１０４万３,０００円とするものでございま

す。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） それでは、平成２３年度南関町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

についてご説明をいたします。 
今回の補正予算につきましては決算見込みによるものでございます。 
１ページをお開きください。 
歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３９８万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１億２,１０１万８,０００円とするものでございます。 
２ページをお願いいたします。 



 

 

歳入でございます。１款１項後期高齢者医療保険料です。死亡あるいは保険料の軽減によりますも

ので４０１万６,０００円を減額し、６,８４９万５,０００円とするものでございます。 
２款１項手数料、督促手数料で１万５,０００円を増額し、１万７,０００円とするものでございます。 
５款１項延滞金及び過料、延滞金１名分で１万６,０００円を増額し、１万８,０００円とするもので

ございます。補正額前から補正額３９８万５,０００円を減額し、１億２,１０１万８,０００円とする

ものでございます。 
３ページをお願いします。 
歳出になります。 
２款１項後期高齢者医療広域連合納付金として４００万円を減額し、１億１,９４６万７,０００円と

するものでございます。 
４款１項予備費、予算調整としまして１万５,０００円を増額し、１１４万８,０００円とするもので

ございます。 
歳出の総額を３９８万５,０００円を減額し、１億２,１０１万８,０００円とするものでございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 総務課長。 
○総務課長（堀 賢司君） 第１９号議案、平成２４年度南関町一般会計予算につきましてご説明申し

上げます。 
歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４８億８,２７６万８,０００円とするものでございます。前

年度の当初予算額が４６億７,６０１万３,０００円でございました。４.４％の増でございます。 
項目の説明に入ります前に、平成２４年度の基本的な予算編成方針といいますか、一応の考え方を

述べさせていただきます。 
まず、歳入につきましては、国・県それから税制改革改正等の動向を踏まえて必要な財源を図って

いるところでございます。特に、地方交付税については国が示した試算によって本年度９,３９３万

４,０００円の減額となっております。次に、町税でございますけれども、法人税割の前年度の実績

によって４,８８０万１,０００円の増額としております。 
歳出については南関町総合振興計画、それから第４次行政改革大綱に基づきまして基本的に予算編

成を行っております。特に、住んでよかったプロジェクト事業に総額１億２,２７６万６,０００円を

予算計上しております。それから、職員の人件費につきましてですけど、平成２３年度に７人の退

職があります。平成２４年度４月に５名の採用を予定しており、職員数が１２９名になります。前

年度と比較しまして２,０７１万４,０００円の減額でございます。 
それから、工事関係でございます。町道の改良工事、相合坂上線、久重中線等の改良工事のために

２億４,３８０万円の予算を計上し、前年度と比較しまして１億４,７８０万円の増額になっておりま

す。それから小中学校の営繕と耐震改修工事でございますけど、三小の体育館の改修工事、それか

ら中学校の体育館の屋根の改修工事をそれぞれ予定しております。物件費につきましては、基本的

には前年度と同額ということで予算計上をしております。しかし燃料費につきましては、昨年度と

比較しまして単価が改正されておりますので増額になっておりますので増額をしたところでござい

ます。また、今回、法令集の見直しを行いました、大幅な見直しを行いました。それで法令集のい

わゆる追録代です。今はインターネットで追録が検索できますので、ただ単に法令集の改正だけな



 

 

らインターネットを利用しようということで改正したところでございます。 
それから、職員の死亡見舞金制度がありましたけど、これは町村会が実施してるところですけれど

も職員の見舞金制度についても廃止しております。 
次に平成２３年度に実施しましたまちづくり懇談会、平成２４年度につきましては一応内容をちょ

っと変えまして、校区ごとに開催をしていこうということでの基本的な考え方を持っております。

時期的にはまだ未定でございます。それから地域づくりのリーダー育成のための地域づくり懇談会

も開催を計画しているところでございます。 
以上、予算編成方針と重要なポイントを精選して申し上げました。 
それでは、予算書に戻りまして説明を申し上げます。 
１ページの債務負担行為ですけれども、第２表に債務負担行為ということでございます。 
２ページから説明申し上げます。 
まず、歳入でございます。 
町税、総額は言いませんで、項ごとに説明していきます。１町民税でございます。３億２,４２０万

１,０００円でございます。前年度と比較して２,１３０万円の増額でございます。増額につきまして

は現額をオーバーしているところだけしかご説明申し上げません。次に２項の固定資産税でござい

ます。５億７,０１６万１,０００円でございます。マイナスの３,５９０万円の減額でございます。そ

れから、３項の軽自動車税でございます。３,０７０万円でございます。それから、４項の町たばこ

税でございます。６,９００万円の予算計上でございます。前年度と比べまして３３０万円の増でご

ざいます。次、７項の入湯税でございます。１,３８０万円の予算計上でございます。前年度と比較

しまして２７５万円の減額でございます。 
次に、地方譲与税でございます。１項の地方揮発油譲与税でございます。２,１２０万円の前年度と

同額でございます。それから、２項の自動車重量譲与税でございます。５,４７０万円でございます。

前年度と同額でございます。 
次に、３款の利子割交付金でございます。２６０万円の予算計上でございます。前年度と同額でご

ざいます。 
次に、配当割交付金でございます。４０万円の予算計上でございます。前年度と同額でございます。 
５款の株式等譲渡所得割交付金でございます。２０万円の予算計上いたしております。前年度と同

額でございます。 
次に、６款の地方消費税交付金でございます。１億１６０万円の予算計上でございます。前年度と

同額でございます。 
次に、７款のゴルフ場利用税交付金でございます。１,２３０万円の予算計上でございます。前年度

と同額でございます。 
８款の自動車取得税交付金でございます。１,５００万円の予算計上です。前年度と同額です。 
それから、９款の地方特例交付金でございます。７８０万円の予算計上でございます。前年度と比

較して８２０万円の予算減額でございます。 
次に１０款の地方交付税でございます。１８億５,０００万円の予算計上でございます。減額の９,
３９３万４,０００円の減額でございます。 
続きまして、１１款の交通安全対策特別交付金でございます。１６９万円の予算計上でございます。 



 

 

次に、１２款の分担金及び負担金でございます。１項の分担金３０万円、これにつきましては２７

０万円の減額でございます。それから、２項の負担金でございます。１億７３１万４,０００円でご

ざいます。前年度といたしまして５０９万９,０００円の増額でございます。 
次に、１３款の使用料及び手数料でございます。使用料につきましては１億３２６万３,０００円の

予算計上でございます。前年度と比較して５０万７,０００円の増額でございます。２項の手数料で

ございます。１,３３８万６,０００円の計上でございます。 
次に、１４款の国庫支出金でございます。１項の国庫負担金２億７,４９２万２,０００円の予算計上

でございます。前年度と比較しまして３,５６４万４,０００円の減額でございます。次に、２項の国

庫補助金でございます。２億２０２万２,０００円の予算計上でございます。前年度と比較しまして

１億８,１８９万３,０００円の増額でございます。３項の国庫委託金です。３３０万７,０００円の予

算計上でございます。 
１５款の県支出金でございます。１項の県負担金１億６,９１２万６,０００円でございます。前年度

と比較しまして２３１万８,０００円の増額でございます。２項の県補助金でございます。８,３５８

万４,０００円の予算計上でございます。３項県委託金です。２,１３３万８,０００円を計上しており

ます。 
１６款財産収入でございます。２９８万５,０００円の予算計上でございます。前年度と比較して５

９万２,０００円の減額でございます。 
１７款寄附金でございます。７５万１,０００円の予算計上でございます。 
続きまして、１８款繰入金でございます。基金繰入金については７２０万円予定しております。前

年度と比較しまして１８０万円の減額でございます。 
１９款の繰越金でございます。１億円を予定しております。前年度と同額でございます。 
２０款の諸収入でございます。１延滞金加算金及び過料でございます。５５万７,０００円の予算計

上でございます。２町預金利子につきましては５０万円を計上しております。 
次の４ページをお願いします。 
受託事業収入、３項の受託事業収入ですけど、４５６万５,０００円でございます。次に雑入でござ

います。１,５２３万４,０００円の予算計上で、前年度と比較しますと９,３２７万３,０００円の予

算減額でございます。 
町債が６億９,７０６万２,０００円で、前年度と比較しまして２億６５５万６,５００円の増額でござ

います。 
歳入合計４８億８,２７６万８,０００円を歳入で予算計上しております。 
続きまして、歳出でございます。６ページでございます。 
まず、議会費でございます。８,１２３万１,０００円の予算計上でございます。前年度と比較しまし

て１,７７３万３,０００円の減額でございます。 
２款の総務費でございます。１項の総務管理費５億１３９万円の計上です。前年度と比較しまして、

１億１,５０５万１,０００円の減額でございます。続きまして、２項の徴税費でございます。１億１

５１万１,０００円の予算計上です。６０９万５,０００円を増しております。次に、戸籍住民基本台

帳費でございます。１,７９９万２,０００円を計上しております。前年度と比較しまして１,４０１万

９,０００円の減額でございます。４項の選挙費でございます。１,０５６万７,０００円の予算計上で



 

 

ございます。５項の統計調査費４９９万１,０００円の予算計上です。６監査委員費１４０万３,００

０円の予算計上です。 
次に、民生費でございます。１項社会福祉費１０億４,６１８万６,０００円でございます。前年度と

比較しまして２,４９５万７,０００円の増額でございます。次に、２項児童福祉費でございます。３

億８,５２８万５,０００円を予算計上しております。前年度と比較しまして、４,３１１万円の予算の

減額でございます。 
次に、４款の衛生費でございます。１項の保健衛生費１億９,９７３万３,０００円を予算計上いたし

ております。前年度と比較しまして３,００７万２,０００円の増額でございます。次に、２項の清掃

費でございます。２億２,１７３万７,０００円の計上です。前年度と比較しまして５９８万４,０００

円の減額でございます。３水道費でございます。３０６万７,０００円の予算計上でございます。 
５款の農林水産業費でございます。１項の農業費２億３,１７１万７,０００円の計上です。前年度と

比較しまして１億３４２万６,０００円の減額です。次に、２項の林業費でございます。７１５万３,
０００円の予算計上です。前年度と比較しまして１０９万２,０００円の減額でございます。 
６款の商工費でございます。１項の商工費６,５７１万４,０００円の計上で、前年度と比較しまして

６８０万４,０００円の増額です。 
次に、土木費でございます。１土木管理費でございます。５,９５３万円の予算計上で、前年度と比

較しますと４４７万９,３００円の減額でございます。２項の道路橋梁費でございます。４億１,１０

７万３,０００円の予算計上で、前年度と比較しますと２億３,２８２万２,０００円の増額でございま

す。３項の河川費でございます。４１０万２,０００円でございます。次に４項住宅費でございます。

２,８９３万４,０００円の計上で、前年度と比較しまして３６１万２,０００円の減でございます。 
６ページをお開きください。 
５項の下水道費でございます。１億８０３万６,０００円でございます。前年度と比較しまして４８

６万６,０００円の増額です。６項の浄化槽整備推進事業費でございます。１,６４７万８,０００円で

ございます。３７万１,０００円の増額でございます。 
８款の消防費でございます。１億９,０７９万８,０００円の計上で、前年度と比較しまして１,３８８

万１,０００円の減額でございます。 
９款の教育費でございます。１項の教育総務費５,１７５万円の計上で、前年度より３５２万２,００

０円の増額でございます。次に、２項の小学校費でございます。３億１,７１２万１,０００円の計上

で、前年度と比較しまして２億８５５万８,０００円の予算の増額です。次に、３項の中学校費でご

ざいます。８,３５８万３,０００円の計上でございます。前年度と比較しまして、４,２０９万９,０
００円の増額でございます。次に、社会教育費でございます。９,６３４万９,０００円の予算を計上

いたしております。前年度と比較しまして２４１万１,０００円の減額でございます。次に、５項の

保健体育費でございます。６,５００万７,０００円の計上で、前年度と比較しまして１１６万２,００

０円の増額でございます。 
１０の災害復旧費、農林水産施設災害復旧費、２項の公共土木施設災害復旧費については存目でご

ざいます。 
次の１１款の公債費でございます。５億６,０７０万７,０００円でございます。前年度と比較しまし

て１,１６７万３,０００円の増額でございます。 



 

 

次に、予備費でございます。９６２万１,０００円の予算計上でございます。前年度と比較しまして

３５万５,０００円の減額でございます。 
歳出合計４８億８,２７６万８,０００円の歳出の合計でございます。 
次、７ページいきます。第２表の債務負担行為でございます。１固定資産土地評価業務委託料につ

きましては、６７２万円の債務負担行為額でございます。２土地情報管理システム機器賃借料につ

きましては、８９４万８,０００円でございます。３小中学校パソコン賃借料については、４,８３０

万６,０００円の債務負担を行っております。次に８ページをお開きください。地方債でございます。

第３表の地方債でございます。１番目がほ場整備事業でございます。２７０万円でございます。南

関東地区の事業費３００万円の９割の約２７０万円を借り入れるということにしております。次が

道路橋梁整備事業でございます。１億９,７００万でございます。先ほど言いました相谷坂上線、久

重中線等の道路改良の事業の地方債でございます。３番目が小学校の整備事業でございます。１億

７,２００万、これは第３小学校の耐震の調査でございます。次４番目が中学校の整備事業、これは

中学校の屋内体育館の屋根の改修の補修の４,０００万円でございます。５番目が消防防災設備整備

事業費で１,５００万、これは防火用水でございます。次に６番目が過疎対策のソフト事業ではです

ね、３,５００万でございます。こども医療とか、学校給食の補助、保育料等にあてます。臨時財政

対策については、２億３,５３６万２,０００円を地方債として計上しております。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 説明の途中ですが、暫時休憩します。１０分ほど休憩します。 
－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５９分 

再開 午後２時０９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
説明の途中でありましたので、これを続行します。総務課長。 

○総務課長（堀 賢司君） （以下、予算書により説明） 
○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） 続きまして、第２０号議案の平成２４年度南関町国民健康保険特別会計予

算についてご説明をいたします。 
２４年度におきましては保険給付費等の増を踏まえ、前年度対比として４.５％の増により予算を編

成をいたしております。 
１ページをお願いします。 
事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１５億７０６万円とするものでございます。 
２ページをお願いします。 
歳入でございます。１款１項国民健康保険税一般分が１億７,９７９万６,０００円、退職者分で２,
７５３万３,０００円、合わせまして２億７３２万９,０００円を計上いたしております。前年度に対

して０.２４％の増でございます。 
続きまして、２款１項の手数料ですけれども、督促手数料です。昨年同様２０万円の増額でござい

ます。 



 

 

３款１項国庫負担金、療養給付費等の負担金でございます。２億６,３６４万６,０００円を計上いた

しております。前年度対比２.２％の増でございます。同じく２目国庫補助金、財政調整交付金等の

補助金でございます。１億３,８０４万７,０００円、前年度対比でマイナス２.５％でございます。 
４款１項療養給付費等交付金、現年度分でございます。１億７１０万６,０００円、前年度対比で０.
１％の増でございます。 
５款１項前期高齢者交付金、現年度分でございます。３億２,０５１万４,０００円、前年度対比で２.
９％のマイナスでございます。減でございます。 
６款１項県負担金、高額共同事業等の負担金でございます。９６５万６,０００円、前年度対比で３

６.７％の増でございます。同じく２項県補助金、財政調整交付金等でございます。６,９０６万９,
０００円、前年度対比で３７.１％の増でございます。 
７款１項共同事業交付金、高額医療等の交付金でございます。２億３,６５６万３,０００円、前年度

対比で２６％の増でございます。 
８款１項財産運用収入利子分でございます。昨年同様、失礼しました１０万円。 
続きまして、９款１項他会計繰入金、一般会計の繰入金等でございます。７,８４２万２,０００円、

前年度対比にしまして２.３％の減でございます。 
１０款１項繰越金、療養給付等でございます。７,５００万１,０００円、前年度に対しまして２５％

の増でございます。 
１１款諸収入の１項の延滞金・加算金及び過料でございます。昨年同様３０万４,０００円を計上い

たしております。 
３ページでございます。 
歳出です。１款１項総務管理費です。一般管理費として４２３万５,０００円、それから３項の運営

協議会費として１２万８,０００円、合わせて４３６万３,０００円を計上いたしております。 
２款１項療養諸費です。給付費の一般分、それから療養費の一般分、合わせまして８億９,７３８万

１,０００円を計上いたしております。前年度対比２.１％の増でございます。同じく２項高額療養費、

一般分それと一般高額介護等の療養費の分でございます。１億２,２３９万円、前年度対比１.７％の

増でございます。 
３款助産諸費、出産育児一時金等でございます。８８２万円、昨年同様の計上でございます。続き

まして、３款１項後期高齢者支援金等です。支援金あるいは事務費等の拠出金でございます。１億

５,６９３万５,０００円。前年度対比で１１.９％の増でございます。 
続きまして、６款介護納付金、１項介護納付金として７,２３４万７,０００円です。前年度対比３.
８％の増でございます。 
７款１項共同事業拠出金、高額共同療養費と共同事業の事務費等でございます。２億８１９万円、

前年度対比１２.７％の増でございます。 
８款１項特定検診の事業費ということで、需用費、役務費、委託料等を含めまして、１,２５５万１,
０００円、前年度対比にいたしまして０.７％の減でございます。同じく２項保健事業費、国保の電

算の委託料、健康指導、あんま・鍼・灸等の補助でございます。合わせまして５０３万６,０００円、

前年度対比９.８％の増でございます。 
９款基金積立金、１項基金積立金１０万円、前年度対比でマイナス４８.５％でございます。 



 

 

４ページをお願いします。 
１２款１項予備費ですけれども、予算調整といたしまして１,７５３万９,０００円を計上していると

ころでございます。予備費については前年度対比１３.４％の増でございます。 
歳出合計で１５億７０６万円とするものでございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 建設課長。 
○建設課長（大木義隆君） それでは、第２１号議案、平成２４年度南関町公共下水道事業特別会計予

算書についてご説明を申し上げます。 
歳入歳出予算の総額を２億５０５万４,０００円とするものでございます。前年度予算と比べ４０８

万３,０００円、１.９５％の減となっております。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。１款国庫支出金が３,０００万円、国庫補助金でございます。 
２款繰入金が１億８０３万６,０００円、一般会計繰入金でございます。 
３款諸収入が２,０００円、延滞金でございます。 
４款町債が３,４００万円、この町債の限度額については５ページの第３表にあるとおりでございま

す。 
６款分担金が６５２万６,０００円でございます。 
７款使用料及び手数料が２,６４９万円、使用料手数料でございます。 
３ページ。歳出でございます。 
１款総務費が４,９７５万５,０００円。総務管理費でございます。 
２款事業費が７,０８５万１,０００円、公共下水道事業費でございます。 
３款公債費が８,３４４万８,０００円でございます。 
４款予備費が１００万円でございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） それでは説明の途中ですが、暫時休憩します。 
－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時５８分 

再開 午後３時０９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 
説明の途中でしたので、これを続行します。建設課長。 

○建設課長（大木義隆君） 引き続きご説明を申し上げます。第２２号議案、平成２４年度南関町簡易

水道事業特別会計予算書についてご説明を申し上げます。 
歳入歳出予算の総額を４７９万７,０００円とするものでございます。 
前年度予算と比べ、７４万７,０００円、１８.４４％の増額となっております。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。 
２款使用料及び手数料が１７２万９,０００円、使用料手数料でございます。 



 

 

５款繰入金が３０６万７,０００円、一般会計繰入金でございます。 
６款諸収入が１,０００円、延滞金、加算金及び過料でございます。 
３ページは歳出でございます。 
１款総務費が２７７万５,０００円、総務管理費でございます。 
３款公債費が１８２万２,０００円でございます。 
４款予備費が２０万円でございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） それでは、第２３号議案、平成２４年度南関町介護保険事業特別会計予算

について、ご説明をさせていただきます。 
２４年度から平成２６年度まで第５期の南関町老人福祉計画及び介護保険事業がスタートします。

また、２４年度より地域密着型の３施設が運営を開始するため、介護給付費の伸びが見込まれるこ

となどをもとに、前年度の予算に対しまして１６.３％の増による予算編成を行っているところでご

ざいます。 
予算書の１ページをお願いします。 
歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１２億６,５９１万４,０００円と定めるものでございます。 
２ページをお願いいたします。 
歳入でございます。１款１項介護保険料、特別徴収と普通徴収を合わせまして１億８,２９５万３,
０００円を計上いたしております。前年度に対しまして０.９５％の減でございます。 
２款１項手数料１,０００円でございます。同じく２項使用料２０万１,０００円を計上いたしており

ます。 
３款１項国庫負担金、介護給付費等で２億１,６７５万６,０００円を計上いたしております。前年対

比１７.５％の増でございます。同じく２項国庫補助金、調整交付金などでございます。１億２,４０

６万７,０００円を計上いたしております。前年度に対しまして４０.６％の増でございます。 
４款１項支払基金交付金、介護給付、介護予防費等でございます。３億５,４７９万８,０００円を計

上いたしております。前年度対比にいたしまして１２.５％の増でございます。 
５款１項県支出金、１億７,５４０万３,０００円を計上いたしております。前年度対比１４.３％の増

でございます。３項県補助金３０８万９,０００円を計上いたしております。前年度対比２７.２％で

ございます。 
７款の１項一般会計繰入金でございます。１億７,０７３万８,０００円を計上いたしております。前

年度対比１４.３％の増です。同じく２項の基金繰入金でございます。１,０００万円を計上いたして

おります。 
８款１項繰越金でございます。２,０００万円を計上いたしております。 
続きまして、９款４項予防給付費収入でございます。７７４万４,０００円を計上いたしております。 
３ページをお願いいたします。 
歳出でございます。 
１款３項介護認定審査会費１,３５２万円を計上いたしております。昨年度の対比で０.９％の減でご

ざいます。 



 

 

２款１項介護サービス等諸費１０億６,０５３万７,０００円を計上いたしております。前年度対比で

１６.９７％の増でございます。同じく２項介護予防サービス等諸費７,７６５万６,０００円を計上い

たしております。前年度対比にしまして１２.２％の増でございます。同じく４項高額介護サービス

等費２,４５１万９,０００円を計上いたしております。前年度対比１３.２％の増でございます。５項

高額医療合算介護サービス等費３４０万円、昨年同様の計上でございます。６項特定入所者介護サ

ービス等費３,９１８万８,０００円を計上いたしております。前年度に対しまして４.８％の増でござ

います。 
４款１項介護予防事業費、特定一般高齢者の体力アップ等の経費でございます。１,７０７万円を計

上いたしております。前年度対比にしまして４６.３％の増でございます。２項包括的支援事業費４

９４万７,０００円を計上いたしております。前年度対比マイナス１.４％でございます。３項居宅介

護支援事業費９０１万８,０００円を計上いたしております。前年度対比３.９％の増でございます。 
８款１項予備費として１,２５９万７,０００円を計上いたしております。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 延寿荘荘長。 
○延寿荘長（福田恵美子君） 第２５号議案、平成２４年度南関町介護サービス事業特別会計予算につ

きましてご説明を申し上げます。 
予算書の１ページをお開きください。 
歳入歳出それぞれ２億３,３９３万６,０００円とするものでございます。 
２ページをお開きください。 
１款サービス収入が１億８,３４０万１,０００円で、この内訳としまして介護給付費収入が１億５,
６７４万８,０００円、自己負担金収入が２,６６５万３,０００円となっております。 
９款繰越金が５,０００万円、１０款諸収入の雑入として５３万３,０００円で、歳入総額２億３,３９

３万６,０００円を計上しております。 
３ページをお願いします。歳出の１款総務費１億５,３２１万７,０００円、これは施設介護費の１億

５,３０２万９,０００円と、それから研究研修費が１８万８,０００円となっております。 
２款のサービス事業費２,７６０万２,０００円で、居宅サービス事業費が９８０万６,０００円、施設

介護サービス事業費が１,７７９万６,０００円となっております。 
４款予備費は５,３１１万７,０００円で、歳出総額を２億３,３９３万６,０００円を計上しておりま

す。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 建設課長。 
○建設課長（大木義隆君） それでは、第２５号議案、平成２４年度南関町浄化槽整備推進事業特別会

計予算書についてご説明を申し上げます。 
歳入歳出予算の総額を８,８９２万３,０００円とするものでございます。前年度予算と比べ２３５万

１,０００円、２.７２％の増となっております。 
２ぺージをお開きください。 
歳入でございます。 
１款分担金及び負担金が５２０万１,０００円、分担金、負担金でございます。 



 

 

２款使用料及び手数料が２,４４０万９,０００円、使用料、手数料でございます。 
国庫支出金が１,５１２万円、国庫補助金でございます。 
４款県支出金が２０１万２,０００円、県補助金でございます。 
５款繰入金が１,６４７万８,０００円、一般会計繰入金でございます。 
６款繰越金が１,０００円でございます。 
７款諸収入が２,０００円、延滞金、雑入でございます。 
８款町債が２,５７０万円、この町債の限度額につきましては４ページの第２表にあるとおりでござ

います。 
３ページ、歳出でございます。 
１款総務費が２,８２４万８,０００円、総務管理費でございます。 
２款事業費が４,７２４万２,０００円、浄化槽整備推進事業費でございます。 
３款公債費が１,３２３万３,０００円でございます。 
４款予備費が２０万円でございます。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 福祉課長。 
○福祉課長（坂井智德君） 続きまして、第２６号議案、平成２４年度南関町後期高齢者医療特別会計

予算についてご説明をいたします。 
予算書の１ページをお開きください。 
歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億２,６２６万９,０００円と定めるものでございます。予

算につきましては、前年度に対しまして１.１％の増となっております。 
２ページをお開きください。 
歳入でございます。 
１款１項後期高齢者医療保険料、特別徴収、普通徴収、合わせまして７,２３９万円を計上するもの

でございます。 
２款１項手数料として２,０００円を計上いたしております。 
３款１項一般会計繰入金、保険基盤安定繰入金として５,３８４万２,０００円を計上いたしておりま

す。 
４款１項繰越金で１,０００円を計上いたしております。 
５款諸収入として３万４,０００円を計上いたしまして、歳入総額を１億２,６２６万９,０００円とす

るものでございます。 
３ページの歳出になります。 
１款２項徴収費、これは役務費でございます。３６万３,０００円を計上いたしております。 
２款１項後期高齢者医療広域連合納付金１億２,５７７万５,０００円を計上いたしております。 
３款１項償還金及び還付加算金３万１,０００円を計上いたしております。 
４款１項予備費として１０万円を計上いたしております。 
（以下、予算書により説明） 

○議長（本田眞二君） 建設課長。 
○建設課長（大木義隆君） 第２７議案、町道の路線廃止について、次の第２８号議案、町道の路線認



 

 

定については関連がありますので、併せてご説明させていただきたいと思います。 
路線の廃止につきましては道路法第１０条第１項、路線の認定については道路法第８条第１項の規

定に基づき提案いたすものでございます。 
路線廃止については、新しく路線を認定する前段として一旦廃止するものでございます。路線廃止

の１つ目は別添図の１枚目、起点を八重丸公民館前から白毛原を通り、終点を細永赤坂の尾田高久

野線へ接続する八重丸赤坂線、２つ目は別添図の２枚目、起点を関村公民館前から八重丸を通って

終点白毛原へ向かう関村八重丸線でございます。 
この２路線は、次号議案として提案いたします関村田原線、八重丸白毛原線に関連するものでござ

います。 
関村田原線は廃止を提案しております関村八重丸線の起点、関村公民館前から八重丸赤坂線を経由

して、その終点から嚴をとおり、終点を四ツ原田原地区の県道大牟田植木線へ接続するところまで

とする全長約７.４キロメートルの路線で、新たに認定するものでございます。 
関村田原線につきましては、平成６年から着手していた県営事業の農免道路、ふるさと農道として

整備したもののうち、細永赤坂までの部分を町道認定、使用開始しており、またその後も道山高久

野線の接続まで整備が終了し、現在県が管理を行っているところでございますが、当該事業につき

ましては計画期間は終了したものの、県営事業の終点から県道までの接続がなされておらず、道路

の開設効果を果たすために町道として整備するために認定に付すものでございます。 
また、八重丸白毛原線は、廃止を提案しております関村八重丸線の起点から八重丸公民館前付近ま

でを関村田原線の一部として認定を提案しましたことから、残りの八重丸公民館前付近から白毛原

までの約４４３メートルの部分を名称をあらためて認定に付すものでございます。 
次に鷹ノ原石佛線でございます。廃止を提案します路線は、起点を関町鷹ノ原とし、終点をセキヤ

ヒルズ手前のエヌ・エフ・ティまでとする路線でございます。 
この路線につきましても次号議案で提案いたします同名路線の認定に関連するものでございます。 
鷹ノ原石佛線は平成２２年１２月議会において株式会社エヌ・エフ・ティ建設予定地の進入路まで

を認定いただいたところでございますが、今回一旦廃止をし、その終点をホテルセキヤ近くの大牟

田市との境までとしてあらためて提案いたすものでございます。 
今般、セキヤヒルズ内の敷地にメガソーラー施設が建設されることに伴う町道認定の提案でござい

ます。なお、実質的な延長部分でありますエヌ・エフ・ティ入り口付近から新しい終点までの私道

部分は、サイカンホールディングスから無償提供を受けることになっております。 
以上、町道の路線廃止、路線認定について説明を終わります。ご審議の上、ご了承賜りますようよ

ろしくお願い申し上げます。 
○議長（本田眞二君） 以上で、提案理由の説明を終了します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（本田眞二君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
なお、来週１２日は、午前１０時に本会議場にご参集ください。 
本日はこれにて散会します。起立。礼。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時４６分 


